
 

 

 

 

採用基準  学力基準と家計基準の両方を満たす人が対象 

・学力基準  次の①②いずれかを満たす人 

① 奨学金申込時までの全履修科目の評定平均値が、５段階評価で 3.5以上 

② 将来、社会で自立し、及び活躍する目標をもって、進学しようとする大学等における学修意欲を有すること 

 （①の基準を満たさない場合に、②の基準を満たすかどうか、レポート等の提出により判定を行います。） 

・家計基準 次の①②両方を満たす人 

①収入基準…生徒・生計維持者（父母等）の所得等に基づく「支給額算定基準額」が基準以下であること 

②資産基準…生徒・生計維持者（父母等）の保有する資産の合計が一定額未満であること 

 

  〈給付奨学金 家計基準の収入・所得の上限額の目安〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈給付奨学金の給付月額〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実際には多様な形態の家族がありますので、基準を満たす世帯年収は家族構成や構成員の年齢等により異なります。 

支援の対象となるか、どれくらいの支援が受けられるか、「進学資金シミュレーター」を使って確認してみましょう。 

 

   「進学資金シミュレーター」 https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/  

 

○給付奨学金の支給を受ける人は、進学先で授業料・入学金の減免も同時に受けることができます。 

減免の手続は進学先の学校で行うことになります。 

 

【HR教室掲示】日本学生支援機構奨学金について 

給付奨学金〈原則として返還不要〉 

日本学生支援機構「給付・貸与奨学金 

早わかりガイド」より 

 

https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/


 

 

 

採用基準  学力基準と家計基準の両方を満たす人が対象 

・学力基準     第一種 ： 申込時までの全履修科目の評定平均値が５段階評価で 3.5以上 

              第二種 ： 申込時までの全履修科目の学習成績が平均水準以上である等 

 

・家計基準 : 生計維持者（父母等）の収入・所得が基準額以下であること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈貸与奨学金の貸与月額〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○貸与奨学金は「もらう」ものではなく、「借りる」ものです。将来、あなた本人が返還していく義務を負います。 

○貸与奨学金についても、左記の URL・QRコードから試算できます。 

○申込時に、機関保証又は人的保証のいずれかを選択し、保証を付ける必要があります。保証制度の詳細については、日

本学生支援機構の関係書類を御確認ください。 

 

 

貸与奨学金〈返還必要〉   

【第一種 ： 利子なし】 【第二種 ： 利子あり】 

日本学生支援機構奨学金を希望する人は、担任の先生から書類の入った封筒を受け取ること！ 

その後、事務室に必要書類を提出すること！ 【令和６年５月１０日（金）まで！】 

３．５未満であっても、経済的理由により極めて修学に困難

がある者については、レポート等により進学後の学修意欲

を確認できた場合、学力基準を満たす者として扱います。 

日本学生支援機構「給付・貸与奨学

金早わかりガイド」より 

 


